
第 26 期 第１回世話人会議事録（案） 
                         事務局長 加留部則彦 
 
日 時 2022 年 5 月 1 日 午前９時～１２時 於：原村自然文化園小研修室 
出席者 中村会長 小清水副会長 加留部事務局長 安藤 杉田 田中 野々村 増田 
    廣田 平林 福井 
 
会議前（9:10~10:30）フォレストリゾート株式会社（以降、FR 社）西村社長、フォレスト
メンテナンス株式会社（以降、FM 社）柳平常務、駒木管理事務所所長（５月２１日着任）
の挨拶を頂く。 
西村社長 

① 初めて別荘地経営に携わることになった。美濃戸の価値を上げるべく全力を尽くした
い。1 年ほどは見守ってほしい。 

② 水道施設大規模修繕工事（以降、水道修繕工事） 
・水道コンサルの話では、美濃戸の水道供給施設を完全な形で抜本整備するための送配 

水管総延長距離は蓼科観光株式会社（以降 TK 社）積算とは大きな差違があり非現実 
的な数字も示唆されている。TK が明らかにしていなかった部分があり差異の理由は 
不明である。 

・現状の送水方式（下から上へポンプで汲み上げ）は電力などの経費が莫大で「上か 
 ら下に水を流す」方式に変えたいと考えている。NK 地区上部辺りに井戸を掘ること 

を検討している。 
・水道修繕工事見直しは工事費用は数億円掛かるが長期的に得策ではないかと考える。 

また、資材費の相場もスタート時とは大きく異なり更なる費用の増加は避けがたい 
が会社が借金し積立金は返済に回すなどの工夫で地権者には出来るだけ負担を増や
さないようにしたい。 

・その策の一つとして先般調印頂いた覚書にも盛り込まれている “受益者会” も検 
討選択肢の一つと思う。 

・水道修繕工事見直しの基本計画は年内を目途として検討を進める。 
・現行の積立金による水道修繕工事は今年度は実施しないかもしれない。 
・新水道修繕工事の提案については順次全地権者に説明する。 

③ 簡易水道事業認可 
・現在蓼科観光株式会社（以降 TK 社）が認可返上を手続き中である。全給水利用契約 

者の合意が必要であるが 12～3 名が未着であり対応中。６月には FR 社が認可取得 
の予定である。 

④ その他 
・要請のあった別荘地内伐採樹木の住人販売はいろいろ問題がありできない。 



 
 
世話人会討議 
 

議題１．第２５期活動報告 （添付資料１．参照）       加留部事務局長 
                 

① TK 社対応 
・（一昨年末の段階で、世話人会役員間では美濃戸高原別荘地の経営に興味を持つ別会社

の存在情報をキャッチした。）昨年４月に会長副会長が TK 社を訪問し諸課題の解決を
求めたが全く回答は無かった。 同時期に FM 社（FR 社の親会社）が TK 社に事業譲
渡の申し入れを行い、TK 社は決断に時間がかかったが廃業を決めた。連絡会の接触が
TK 社の廃業を後押しした形になった。 

② FR 社との交渉経緯（小清水副会長纏め） 
・昨年 11 月に TK 社廃業の情報をキャッチして以降、FR 社との転貸借契約書、管理に

関する覚書（規約など）の原案作成までの間、2 度の面談を含めて時間的にタイトな中
で会長副会長にはハードな作業をしていただいた。感謝申し上げる。 

・書類作成は地権者が不利な立場にならないよう一字一句に至るまでのチェックをした。 
・ただ 1 点、管理費値上げ表現では TK 社旧規約で字句のあった「協議」を復活するよう

要請したが、その場合会社は全地権者と協議をすることになるので物理的に不可能で
あるとのことから「地権者の意見を聴いた上で改訂する」に変わった。そういう事態が
起きた場合は「必ず連絡会幹部と協議する」という言質を取り議事録に明記した。 

 
 ➡特に世話人ご意見は無く 8 月総会の議案とする。    加留部事務局長 
 
議題 2． 第 26 期活動方針案 （資料 2．参照）           中村会長 
 

① 会長案に対する世話人意見 （順不同） 
・TK 社がいなくなり今後は大きな問題が発生するとは考えにくい。連絡会の在り方、 

意義などを見直したら如何か。例えば別荘ライフを楽しむための連絡会。本来あるべ 
き活動の原点に帰る。 

  ・世話人会は毎月ではなく緊急時或いは問題発生時開催でも良い。 
  ・連絡会は形を変えてでも存続させた方が良い。問題が発生した場合どこが FR 社との 

交渉受け皿になるのか。FR 社も 1 年は見てほしいと言っている。 
  ・FR 社は水道事業の提案などやる気があると思うのでそのまま任せても良いのではな 

いか。 
  ・活動方針は，「方針の用語が意味する方向性」を主体に文章化し，具体的な記述は最 



小限に留めたらどうか．本題議論中に複数の方が発言されていた「今後，FR 社との 
懇談会を開催し意思疎通を図りながら，活動していく（水道施設や管理全般の諸問 
題を FR 社にフィードバックしていく）」ことが活動方針ではないか？ 

  ・今までの連絡会は TK 社に対応する（特に水道修繕工事問題、管理費値上げ問題以 
降）ためかなりハードな活動をしてきた。ここでリラックスしたら如何か。活動方針 
を敢えて掲げるとまた頑張るという看板を背負いリラックスできない。今回の管理 
規約に書かれた管理業務を見守るということは連絡会が敢えて方針に掲げることで 
はないのではないか。 

  ・しかしながら、別荘地運営・管理を初めて担う FR 社の日常活動の動向には最低 1 年 
間は見守って、及第点を挙げられるか否かのチェックをすること自体は必要だ。 
➡１．6 月世話人会までに「見直し活動方針」を提示する。  中村会長 
 ２．連絡会/世話人会の在り方については 6 月世話人会で改めて世話人の意見を聞 
   き、来年 8 月総会の議案とすべく継続審議をすることとする。 

               加留部事務局長 
 
 議題３．第 25 期決算報告 第 26 期予算案（配布資料参照）    事務局 安藤 
   
   ➡世話人了解、8 月総会議案とする。但し、一部修正の可能性あり。 
 
 議題４．報告事項 

① 柳平氏面談報告（資料５．参照） 
・要望事項の内伐採木の住人販売は西村社長よりできない旨回答あり。その他は適 

宜回答を求めていく。                 加留部事務局長 
    ・新世話人（アドバイザー）紹介 

 Y36 石原 信さん A82-2 瀧川氏直史さん 
 
 その他 
  現役員会長、副会長、事務局長の任期は 2023 年総会までであり退任する。次期役員候 

補を検討しておく必要がある。                  中村会長 
   

次回世話人会 
   6 月 5 日（日）午前９時～12 時 於：原村自然文化園小研修室 
    議題予定 

① 第 26 期見直し活動方針について          中村会長 
② 連絡会/世話人会の在り方の検討 
③ （時間切れで討議できませんでしたが）FR 社に特に要請をしておきたい項



目・内容の討議をしたい。             中村会長 
④ 連絡会名称について 

第 25 期総会時会員から、現在の名称が活動に合っていないのではとの提案
による。 

⑤ 別荘地名称が「美濃戸高原別荘地」から「美濃戸高原フォレストリゾート」 
に変更したことを受けて 
 ・美濃戸高原別荘地連絡会 
 ・HP 八ヶ岳美濃戸こもれびの森 
 等どのようにするか。 

 
   皆様のご意見お待ちしております。 

                        以上 


